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１．我が国の観光の現状 

①国内宿泊観光旅行の回数及び宿泊数の推移 

・平成 23 年の一人当たり国内宿泊観光旅行の回数は 1.37 回、宿泊数は 2.17 回と、平成

22 年に比べると微増したが、平成 17 年以降下落傾向にあり、国内宿泊観光市場は成

熟段階に入っている。 

 

②国内観光客の旅行関連支出  

・宿泊費やパック旅行等の旅行関連の支出額は平成22年から平成23年にかけて約8,000

円減少し、105,351 円となっている。一方で自由時間関連支出に占める旅行関連支出

の割合は 16～17％でほぼ横ばいであり、自由時間関連支出全体が縮小していることが

窺える。 
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国内宿泊観光旅行の回数及び宿泊数の推移
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（注）１ 観光庁「旅行・観光消費動向調査」による
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(%)（円）
国内観光客の旅行関連支出

旅行関連支出 旅行関連支出の自由時間関連支出に占める割合

旅行関連支出の全消費支出に占める割合

（注）１ 総務省統計局「家計調査」（二人以上の世帯（農林漁家世帯を除く））より観光庁作成

２ 自由時間関連支出とは、外食・テレビ・パソコン等の耐久財、読書等の教養娯楽、スポーツ用品等に支出した金額

３ 旅行関連支出とは、「宿泊費（宿泊料、パック旅行）」、「交通費（鉄道運賃、航空運賃、有料道路料、他の交通）」、

「旅行用かばん」に支出した金額

（注）１ 総務省統計局「家計調査」（二人以上の世帯（農林漁家世帯を除く））より観光庁作成

２ 自由時間関連支出とは、外食・テレビ・パソコン等の耐久財、読書等の教養娯楽、スポーツ用品等に支出した金額

３ 旅行関連支出とは、「宿泊費（宿泊料、パック旅行）」、「交通費（鉄道運賃、航空運賃、有料道路料、他の交通）」、

「旅行用かばん」に支出した金額
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③外国人観光客数の動向 

・外国人観光客数は、平成 20 年までは増加傾向であったが、平成 21 年は新型インフル

エンザの流行、世界経済の落ち込み、平成 23 年は東日本大震災の影響で大きく減少し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④東日本大震災後の訪日外国人旅行 

・平成 23 年 3 月の東日本大震災以降、訪日外国人観光客は徐々に増加し、平成 24 年 1

月は 67 万人と、震災以前の水準まで回復した。 
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⑤我が国の観光政策の動向 

・国は、平成 18 年 12 月に「観光立国推進基本法」を制定し、平成 20 年 10 月１日に

は、観光行政の責任を有する組織を明確化するとともに機能的かつ効果的な業務の遂

行を可能とする体制を整備するため、「観光庁」が発足した。 

・平成 22 年６月 18 日に閣議決定した「新成長戦略」では、急速に経済成長するアジア

の観光需要を取り込むため、７つの戦略分野の一つとして、観光立国の実現を掲げた。

なお、平成 24 年７月 31 日に閣議決定した「日本再生戦略」でも、11 の成長戦略の柱

の一つとして観光立国戦略が掲げられている。 

・また、観光庁では、急速に成長するアジアをはじめとした外国人観光客を取り込むた

め、「訪日外国人 3000 万人プログラム」を掲げており、2016 年までに 1,800 万人、2020

年までに 2,500 万人との中間的な目標の達成を目指し、中国をはじめとする東アジア

諸国（中国、韓国、台湾、香港）及び米国を当面の最重点市場（５大市場）と位置づ

け、海外プロモーションを展開している。 

 

２．九州の観光の現状 

①宿泊観光客数の現状 

・国土交通省「宿泊旅行統計調査」によると、平成 24 年上半期の九州の延べ宿泊者数は、

2,082 万人であった。同時期の対全国シェアは 10.6%であり、平成 23 年の 11.7%から

減少し、対前年比－2.7%となっている。 
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②九州への外国人入国者の動向 

・平成 22 年の九州への外国人入国者数は約 100 万人であるが、93.4%がアジア地域から

である。中でも韓国人が最も多く、九州への外国人入国者全体の 64.5%を占めている。

次いで中国（13.8%）、台湾（8.9%）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③今後の九州観光についての見通し 

・平成 24 年 7 月に九州経済調査協会が実施した「九州の観光・レジャーに関するアンケ

ート調査」によると、平成 24 年 10 月までの見通し DI（景気動向指数）は 44.9 と低

い。要因として、新幹線開業効果の弱まりや旅行客が東日本に移っていることなどが

挙がっている。 

・インバウンドについては、日中・日韓の領土問題の余波で中国・韓国からの観光客が

大きく減少し、10 月上旬までの博多港への大型クルーズ船のキャンセルが 6件、ハウ

ステンボスクルーズ（長崎−上海間）は長期運休するなどの影響が出ている。 

 

④九州の観光政策の動向 

・九州では、九州運輸局が中心となって韓国、中国、台湾及び香港を最重点市場、タイ、

シンガポールを重点市場として、九州の魅力を発信する「情報発信事業」と、訪日旅

行に結びつける「誘客促進事業」を展開している。また、平成 17 年 4 月に、「観光王

国・九州」の実現を目指し、官民一体となった組織である「九州観光推進機構」が設

立された。現在、平成 25 年を目途に入国外国人観光客を 150 万人、外国人の延べ宿泊

者数を 220 万人とする数値目標を掲げ、海外からの誘致戦略に取り組んでいる。 
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３．佐賀市観光の現状 

３－１．主要統計データから見た観光の現状 

①佐賀市への観光客数・観光消費額 

・H23 年の観光客数は 5,303 千人と、前年度から微減したが、合併以降 5,300 千人前後

でほぼ横ばいで推移している。 

・一人当たりの観光消費額は 3,406 円と前年より約 200 円上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：佐賀市観光振興課 

 

②古湯・熊の川温泉観光客数 

・宿泊観光客数が減少を続けており、温泉から地域への経済波及効果は減少していると

予想される。日帰り観光客数が増加したため、合計としてはほぼ横ばいとなっている。

平成 23 年の冬季はリニューアルオープンのため休業した旅館があったことも影響。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：佐賀市観光振興課 
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③佐賀インターナショナルバルーンフェスタへの入り込み 

・H23 年度佐賀インターナショナルバルーンフェスタは、天候不順の影響により来場者

数は 640,000 人と、最近 10 年間で 2番目に低かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：佐賀市観光振興課 

 

④佐賀城下ひなまつりの来場者数 

・佐賀城下ひなまつり来場者数は平成 20 年度以降増加傾向で、H23 年度は前年比 17％増

の 98,125 人となっている。市内への経済波及効果は 802 百万円と前年比約 3割の増加

であり、一人当たり消費単価が平成 22 年度の約 7,300 円から平成 23 年度は 8,200 円

に約 900 円増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：佐賀市観光振興課 
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⑤三瀬トンネル通行量 

・三瀬トンネル通行量について、平成 23 年は 211 千台減少し、1,950 千台であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：佐賀県道路公社 

 

⑥三瀬トンネル通行量（月別） 

・月別で見ると、7月、12 月を除く全ての月で前年を下回っており、特に 1月の落ち込

みが大きかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：佐賀県道路公社 
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⑦佐賀大和 IC 通行量 

・平成 23 年の佐賀大和 IC の通行量は、5,375 千台と前年より約 10 万台減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：NEXCO 西日本 

 

⑧観光協会 HP ビュー数 

・佐賀観光協会の HP ビュー数は年々増加しており、平成 23 年度は 795 千 PV であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：佐賀観光協会 
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⑨観光協会ページタイトル別 PV 数 

・ページタイトル別 PV 数を見ると、「シシリアンライス」「食べる」「極上そばを巡る旅」

など、食関連のコンテンツが上位に並んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：佐賀観光協会 

⑩古湯熊の川・観光客アンケート調査（H20～H24） 

・㈱JTB が実施している全国規模の宿泊アンケートの採点基準を参考に宿泊施設並びに

温泉地への評価点を算出し、経年での変化を見た。平成 21 年から 22 年にかけては全

ての項目において前年よりも数値が上昇し、平成 23 年にかけても 9項目中 6項目で上

昇し、「総合的にみていかがでしたか」は１ポイント増であったが、平成 23 年から 24

年にかけて 5項目で減少した。 

 

質問内容 
Ｈ20 

全国 

平均 

古湯・熊の川温泉平均（％） 

H20 年

(625 票)

H21 年

(249票)

H22 年 

(600 票) 

H23 年 

(399 票)

H24 年

(458 票)

宿
泊
施
設 

①総合的にみていかがでしたか  83 83.7 84.5 87.5 88.5 88.3

②従業員のサービスはいかがでしたか  82 80.0 80.8 82.8 84.5 83.4

③お部屋はいかがでしたか  80 76.8 79.3 79.8 79.9 81.7

④夕食はいかがでしたか  82 81.0 84.3 89.5 88.8 91.0

⑤朝食はいかがでしたか  81 72.8 74.9 79.7 82.0 79.9

⑥浴場はいかがでしたか  81 80.1 82.4 83.3 84.8 81.9

温
泉
地
全
体

⑦古湯・熊の川のまちなみ景観はいかがでしたか － 69.2 68.8 72.1 72.8 71.0

⑧地元の店やもてなしの雰囲気はいかがでしたか － 58.2 63.2 64.9 59.6 63.3

⑨各施設までの誘導案内板等のサイン整備はいか

がでしたか  

－ 60.4 62.4 63.3 63.3 63.6

資料：観光協会・JTB 提供データ（2008 年度総合評価点全国値（旅館））、回収枚数 294,598 票（旅館） 

ページタイトル PV数
1 シシリアンライス 39,544
2 食べる 32,017
3 歴史・自然 31,421
4 遊ぶ・体験 29,659
5 極上そばを巡る旅 24,105
6 三瀬(みつせ)地区 23,772
7 シシリアンライスが食べられる店舗一覧 23,728
8 泊まる・温泉 21,674
9 そば処ご紹介 12,982

10 買う 11,098
11 ただいまキャンペーン中！ 10,057
12 佐賀(さが)地区 8,988
13 観光パンフレット 8,951
14 「干潟よか公園(ひがたよかこうえん)」 8,779
15 佐賀城下栄の国まつり 6,733
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３－２．市内観光客へのアンケート調査から見た観光の現状 

①調査概要 

平成 24 年 11 月 30 日(金)、12 月 2 日(日)の二日間、市内の観光・交通拠点 13 カ所に

て、直接聞き取りのアンケート調査（回答者数 671 人）を実施。 

※結果の詳細は参考資料１に記載 

 

②市内観光客アンケート調査結果のまとめ 

●土産物が佐賀市観光消費拡大のカギを握る 

・観光消費のうち、最も大きいのは土産物の消費であり、全観光消費の 4割を占める。

佐賀市観光消費の中核を占める土産物について重点的にプロジェクトを組み、売上増

加（個数・価格）、域内調達率の向上を図ることにより観光地全体の利益向上が期待さ

れる。 

 

●佐賀市南部の観光振興が重要 

・南部の一人あたり観光消費額は旧佐賀市の 3 分の 1、北部の半分であり、また観光客

数も少ないため、いずれも向上の余地が大きい。新たな観光商品、特産品開発、観光

人材育成、回遊促進策を重点的にプロジェクト化。 

・佐賀市南部における土産物の消費は、観光消費総額に比例して小さいため、地域性の

ある「食」を核に据えたプロジェクトを推進し、観光消費を拡大。 

 

●北部の観光スタイルに合った付加価値の向上 

・佐賀市北部は、車で、日帰りという観光のスタイルがメインで、土産物や昼食での消

費が多い。北部の土産物の付加価値向上（伝統工芸品の販売、佐賀市のブランド食材

の販売や活用）、昼のメニュー開発、旅館での日帰り客向けサービスの開発をさらに進

め、現在の観光スタイルにマッチしながら、客単価を向上。 

 

●街なか（特に佐賀駅周辺）での消費拡大 

・佐賀駅を来訪する観光客は消費欲旺盛。JR との協働により、日本一ブランドの食材や

お酒、高価格帯の工芸品等の商品提供、またそれらが連携した商品・サービスの開発

等で、さらに観光消費を拡大。 

 

●宿泊観光客を伸ばす仕掛け 

・宿泊観光客の平均消費額は日帰りの 3倍であった。駅周辺や古湯温泉など、宿泊施設

が集積しているエリアで、ナイトウォーク、温泉卓球、愛敬町のスナックめぐりや朝

市、バル、朝ヨガなど、宿泊につながる企画を推進、支援することで観光消費を拡大。 
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●回遊を促すための施策を引き続き展開 

・北部から南部への回遊や、中心部から南北への回遊が少ないことから、二次交通の充

実や回遊を促す仕掛けづくり、情報発信が、改めて重要。南部や街なか、特に佐賀駅

からの既存公共交通の観光面での利用を推進（既存路線バスを活用したツアー提供等）。 

・北部と南部のコラボレーションを支援（北部で光樹トマトや海苔を使った商品の提供、

有明木綿や家具木工芸品等の販売等）し、回遊を促進。 

 

●コンビニやショッピングセンターとの連携 

・「その他」の消費は「夕食代」よりも多く、「交通費」に迫る勢い。コンビニエンスス

トアやショッピングセンターと連携し、佐賀情報の伝達、回遊の促進、国内外からの

観光誘客に取り組み、消費を拡大することが可能。 

 

●佐賀市観光のターゲットは福岡都市圏、40～60 代、女性 

・年代別の観光消費では、70 代以上が最も高く、6,812 円、次いで 40 代（6,695 円）、

50 代（6,131 円）、60 代（5,729 円）となっている。また、男性の平均が 4,667 円、女

性が6,639円と約2, 000円高いことから、佐賀市観光のターゲットはこれまでと同様、

福岡都市圏の 40～60 代、女性とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別・年代別観光消費額 (円）

19歳以下 3,750
20歳代 3,271
30歳代 4,960
40歳代 6,695
50歳代 6,131
60歳代 5,729
70歳代以上 6,812
男性 4,667
女性 6,639
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３－３．認知度調査から見た観光の現状 

①調査概要 

調査方法：インターネットアンケート調査（マクロミル） 

期間：2013 年 03 月 22 日（金）～29 日（金） 

範囲：福岡都市圏（福岡市、筑紫野市、春日市、大野城市、太宰府市、那珂川町、古賀市、宇美

町、篠栗町、志免町、須恵町、新宮町、久山町、粕屋町、宗像市、福津市、糸島市） 

対象：男女、20 代、30 代、40 代、50 代、60 代以上、各 124 票ずつ、計 620 票 

※調査結果の詳細は参考資料２に記載 

 

②認知度調査結果のまとめ 

・認知度、来訪の有無、興味・関心、来訪意向の全項目で前年を割り込み、過去最も低

い値となった。 

・認知度は調査を開始した H21 年度が最も高く、以降下落傾向にある。来訪の有無は、

これまで年々増加したものの今年度は対前年比で微減している。興味・関心について

は前年から約 5ポイント、来訪意向は 3ポイント減少した。 

・この要因として、余暇活動の多様化、国内レジャ－・観光市場の縮小といった大きな

流れが継続していることに加え、H23 年度はテレビでの情報発信を行ったが、H24 年度

はラジオやインターネットでの発信を中心に行ったこと等、情報発信の手法が異なっ

ていることが考えられる。 

・認知度と来訪意向の差（来訪意向－認知度）を見ると、「三瀬ルベール牧場・どんぐり

村」が、マイナス 50.8 ポイントで最大であった。認知度は 2位、来訪の有無は 1位と、

佐賀市北部の観光の核ではあるが、関心や来訪意向で低迷していることから、観光タ

ーゲットの設定や、情報発信の切り口の変更等、観光資源磨き上げや情報発信のテコ

入れが求められる。 

・また、プラス幅が最も大きいのは、上位から「夏の夜のメルヘン」が 17.8 ポイント、

「もろどみ一番館」が 12.3 ポイント、「味らん館」が 11.6 ポイント、「川副さくらロ

ード」が 11.0 ポイントとなっており、南部の資源が並んでいる。これらの資源は、今

後の PR により、集客力を向上する可能性を秘めている。 

・「佐賀インターナショナルバルーンフェスタ」は認知度も来訪意向の両方で最も高く、

今後も佐賀市観光のリーディングコンテンツとして、観光集客・消費を牽引し、他の

資源の認知度やブランドを底上げする役割が求められる。 
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認知度と来訪意向の関係性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐賀市歴史民俗館

徴古館

隔林亭

緞通ミュージアム・ギャラリー緞

佐賀城本丸歴史館

大隈記念館

佐野常民記念館

徐福長寿館

筑後川昇開橋

肥前国庁跡資料館

干潟よか公園（シチメンソウ）

有明佐賀空港

三瀬ルベール牧場・どんぐり村

２１世紀県民の森

天山リゾート

味らん館

もろどみ一番館

道の駅大和そよかぜ館

ロッジやまびこ

ダムの駅しゃくなげの里ふじ

三瀬のそば街道

山菜料理（菖蒲ご膳）

シシリアンライス

お菓子（丸ぼうろ、羊かん等）

有明海料理

佐賀の酒（酒蔵、各種銘柄）

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

佐賀城下ひなまつり

浮立

夏の夜のメルヘン

古湯映画祭

みつせ高原キャンペーン

恵比須

佐賀錦

肥前びーどろ

肥前名尾和紙

売茶翁

佐賀の七賢人

川副さくらロード

有明海の干潟

グリーン・ツーリズム（体験農業・農家民泊）

観光ボランティアガイド

古湯・熊の川温泉

知っている

行ってみたい／体験してみたい

“和”の魅力を活かした

観光商品開発

幕末などの歴史・物語を

活かした観光商品開発

有明海などの景観・自

然環境や健康をテーマ
にした観光商品開発

佐賀市の食材・食

文化を活かした観

光商品開発

食

イベント・行事

その他
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４．観光産業の革新と方向性 

４−１．これからの観光産業 

１）観光産業の方向性 

①観光客が求めるサービスの変化 

○佐賀市の様々な産業に関わる人が観光客にサービスを提供することで、地域産業全体

を活性化する 

・佐賀市を構成する各地区を、その機能の観点から整理して、いくつかのゾーンに分け

る作業を行った。その結果佐賀市は、南部に飲食・物販、宿泊などが集積した中心市

街地とこれを取り巻く田園地帯、有明海・筑後川に関わる産業集積を有する「まち・

うみのゾーン」と、北部に温泉地や農林業、自然資源を有する「やまのゾーン」とい

う２つの特色を有する地区で構成されている。 

・それぞれのゾーンでは、地域の特色を活かしたサービスが提供されており、「まち・う

みのゾーン」の中心市街地では、季節イベント時において飲食・物販店による新サー

ビスの提供や南部地区では体験型商品の実験などが行われ、「やまのゾーン」の北部で

は、福岡市に隣接する立地条件と地域の自然を生かし、農家民宿、農家レストラン、

農産物直売などのサービス提供も行われている。 

・農家民宿におけるサービスと、ホテルにおけるサービスは、宿に泊まり、風呂に入る

というように、同じ行動をするにあたっても、その背景となる環境が全く異なる。業

態が異なれば、提供するサービスにも大きな変化が生まれる。また、農家民宿・農業

体験・工場見学などのように、普段自分がおかれている環境との違いを楽しみ、農家

の普段の生活や、工場の日常の生産過程を体験・見学する観光メニューが多数生まれ

ている。 

・これら各地区の農林水産業を含めた地域の産業が観光客にサービスを提供することに

加え、各業種間で連携しながら、これまでの業種の枠にとらわれないサービスを展開

し、新たな観光商品を創り出すことで、地域産業の活性化を進めていく必要がある。 

・また、東日本大震災の影響もあり、地域活性化や社会貢献につながる活動を行程に組

み込むボランティアツーリズムや、各種コンテンツの「聖地」をめぐるコンテンツツ

ーリズム、SNS を活用した消費者起点の観光商品開発など新たな動きが生まれてきて

おり、こうした変化に対応しながら観光振興に取り組む。 

 

②観光産業のブームと商品性 

○健康、自然、ふれあいを求める福岡都市圏住民のニーズに応じた商品開発 

・全国的な健康・自然・ふれあいを求める機運の高まりと同様、女性の余暇参加を喚起

する情報を提供する福岡都市圏の雑誌・フリーペーパー等のメディアにおいて、女性

限定の温泉と食の日帰りツアー、地元の食材を活用した飲食店巡り、地域の伝統文化

の体験やふれあいのイベントなど、体に良く、食や自然、地域にこだわる商品やサー

ビスが重視されている。 

○多様な観光商品を提供することにより地域での遊びの選択肢を拡大 
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・毎年開催されているバルーンフェスタや佐賀城下ひなまつりなど、地域のイベントに

参加する人たちや、佐賀城本丸歴史館をはじめとした施設見学に訪れる人たちに対し、

佐賀市内外の他の資源、イベント情報、あるいは開催予定のイベント情報等も含めた

情報を提供することにより、佐賀市への来訪回数を増やし、地域で遊んでもらう機会

を拡大していくことが必要である。 

・そのため、佐賀市の各地域の特色を生かし、多様な資源を磨き、観光商品として、地

域の遊びの選択肢を拡大していくものとする。 

 

③観光地としてのブランドイメージ、格 

○佐賀市観光のブランドイメージ向上・格づくり 

・いろいろな地域の情報を入手し、経験を有している来訪客に対して、佐賀市を訪れる

という行動を起こしてもらうためには、佐賀市へ「行ってみたい」、「行きたい」とい

うモチベーションを喚起することが必要である。 

・そのため、佐賀市を訪れることによって得られる満足、人に自慢したい、伝えたい等、

佐賀市の観光商品サービスの付加価値、つまりブランドイメージを向上することや観

光地としての「格」づくりを進めていくものとする。 

○女性ターゲットに向けたブランドイメージ 

・福岡都市圏の中高年の女性をターゲットとして、女性が好むイメージづくり、お洒落

なデザイン等による、佐賀のブランドイメージ向上を図る。 

・このイメージのもとに、関連する産業、地域のもてなし環境イメージのブランド化を

進め、産業が提供する商品、サービス提供において、知的な品の良さをアピールする

こと等により信頼を得ながら、佐賀市の観光地としての「格」づくりを進めていく。 

○女性がまた来たくなる店・まち・環境のデザイン開発 

・女性向けに、佐賀城物語などを女性の視点から紹介し、佐賀城下のナイトツアー、佐

嘉神社近辺の散策ツアーなど、歴史の現場を体験できるような、歴史・文化をアピー

ルする商品開発を継続する。 

・女性の視点を生かし、女性好みのデザインによる風景づくりを長期的なまちづくりと

して進めていく。イベント時には、和紙を使ったライトアップ、建物のライトアップ

など、女性が好む風景づくりにも取り組み、まちの演出による佐賀市のイメージを形

成する。 

・佐賀城の濠の周辺整備により、誰もが歩き、休み、楽しめる環境づくりを進め、まち

なかの回遊性を高め、まちを遊ぶ環境づくりを進める。 

 

２）社会の求める価値に見合う地域づくり 

○自然・環境に配慮した地域づくりを行うことが観光客に対してのもてなしの基礎とな

る 

・地球環境保全、資源エネルギーの有効利用など、自然との共生への取り組みは、世界

規模で取り組まれている。観光の場面でも、自然環境を学び、その特性を楽しみなが
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ら保護する活動へも参加するエコツーリズムのような観光の形態が生まれている。 

・さらに、宿泊業などの観光産業の中には、観光客を受け入れ、サービスを提供しても、

自然環境を汚染しないように配慮した活動を行う、環境に優しい経営に取り組む企業

も多く見られるようになっている。 

・これらの活動を通じて、地域の知的活動の活性化、宿泊、物販飲食等の観光関連企業

も含めた環境への取り組みが進むことにより、環境をテーマとした地域ブランドを確

立した観光地も見られる。 

・今後は、社会が求めるもの、評価される取り組みが、観光地の一つの価値として、あ

るいは基盤として必須となることも考えられる。 

・さらに、誰もが同じように楽しむことができるように施設や設備、あるいはサービス

におけるバリアフリー化やユニバーサルデザインの導入に積極的な企業や地域もみら

れるようになっている。 

・環境に優しく、誰もが楽しめる観光地を作るためには、それらを保証する各種の認証

を積極的に受けて、社会に対して積極的な姿勢を示し、信頼を受けることが必要であ

る。 

・農山村や水辺環境を観光資源として有する佐賀市において、観光関連産業によるＩＳ

Ｏの取得、地域のバリアフリー環境など、その取り組みのレベルの指標化と発信、あ

るいは評価するための指標や規格の導入を検討し、地域のもてなし基盤づくりを進め

る。 

 

○観光客をもてなす環境を表す指標や評価の導入 

・事業者のもてなし環境づくりへの取り組み、やすらげる店づくり、四季を感じる雰囲

気づくりなど、多様な取り組みを評価し、実践している店舗等の紹介により、地域全

体の取り組みへと進めていく。 

 

３）地域ブランドの連携と相乗効果の創出 

○佐賀市の価値を高める地域ブランドの形成 

・農水産地を有する佐賀市において、消費者と生産者が直接つながる場をつくり、農産

物の主産地化を超えた地域ブランドとしての位置づけを高めていく。 

・佐賀牛や佐賀のり等、日本トップクラスのブランド力のある食材を重点的に発信し、

それらと他の食材のコラボレーションにより、佐賀市の農水畜産物全体のブランドを

底上げするとともに、日本一ブランドを体験することができる観光商品づくりを進め

る。 

・消費者が生産者の人柄と商品に親しみを感じることができる場づくりや、農業体験、

海苔づくり、家具づくりの見学会等の実施により、消費者と生産者が直接交流する場

づくりを進め、仕事への社会の期待を生産者が直接感じることができる機会をつくり、

仕事のやり甲斐を高めるとともに、後継者の確保など、地域ブランドの維持への効果

も期待する。 
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・名尾和紙や、肥前びーどろ、鍋島緞通、佐賀錦といった、佐賀市に伝わる伝統工芸品

は、ものづくりの技術や、芸術性等において高い評価を得ている。これらの伝統工芸

品をつくる現場に触れ、本物の職人の手仕事や、作品に対する思いを聞くことで、よ

り深く佐賀市の文化を理解してもらう。 

○地域ブランドの連携・コーディネートと、ブランドの情報発信 

・地域内の他業種と観光関連産業との連携により、既存のブランドを活用し、新たな観

光商品としての開発を進める。 

・佐賀の歴史的な資源であるえびす像など、既にあるキャラクターを活用し、佐賀市を

「幸せ」や「運がよい」というイメージで売り出し、これとタイアップした観光商品

を開発するなど、ブランドの連携によって、地域イメージを発信する方策を検討する。 

・また、福岡都市圏での佐賀市のイメージとして指摘された「バルーンフェスタ」、「お

菓子」、「自然」、「癒し」など、佐賀市といえばのイメージを生かした、ブランドの連

携方法を検討する。 

・佐賀市のホテル・旅館などにおいて、佐賀市内の地元の工芸品や特産品の紹介、さら

に生活の中での使い方の提示等、既存ブランドを活用した観光産業施設での情報発信

サービスを進める。 

・また、製造業をはじめとした市内他業種の企業ブランド等との組み合わせにより、佐

賀市のイメージを売り出すことで、異なるターゲット向けに新たな魅力の発信を進め

る。 

・既存農作物や伝統工芸、あるいは工業生産などで培われているブランドの力を効果的

に活用するために、ブランドの連携を進めるためのコーディネート機能、情報発信活

動を高めることによって、ブランドの組み合わせによる相乗効果を期待する。 

・各地域資源、観光拠点における相互連携、効果的な情報発信の連携により、地域ブラ

ンドの相乗的な魅力を打ち出す仕組みづくりを進め、観光関連産業から他産業への波

及、あるいは他産業のブランド活用による観光関連産業への波及など、相互にメリッ

トがもたらされる仕組みが求められる。 

 

４−２．観光ルートの考え方と整備の方向 

１）移動の機能 

○観光交通の基幹ルートの設定 

・北部九州地域の基幹となる道路交通軸を佐賀市の観光交通の基幹ルートと位置づけ、

速く・安全に・快適に移動できる機能の向上を図る。 

・長崎自動車道、国道 34 号、263 号、208 号、323 号、有明海沿岸道路（計画中）等を

基幹ルートとして位置づけ、福岡都市圏と佐賀県西部や長崎県との間の流動人口を佐

賀市に吸引し、地域内を回遊しやすい環境の整備を進める。 

○ “北部（やま）”、“南部（まち・うみ）”に分け、ゾーン毎の特色を打ち出す 

・福岡都市圏から三瀬村へ流入する観光客を、中心部以南にまで呼び込むルートづくり

や、中心部への入り込み客を北部、南部へ呼び込むルートづくりを進める。 
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・そのためには、各地域の特色を打ち出すことが必要であり、「やまのゾーン」、「まち・

うみのゾーン」の有する資源・サービスによる地域イメージと情報を発信していくこ

とが求められる。 

・例えば、まちのゾーンでは、女性の視点を入れた城下町巡りのルート開発などを進め

る際に、ゾーンの中でイメージ・デザインの統一を図り、ゾーン別にイメージを浮き

出させることも考えられる。 

・うみのゾーンでは、有明海沿岸固有の農水産物の魅力に触れることができる直売所や

公園等の観光資源を結ぶルートを設定、発信する。 

 

 

  

モデルルート

“やま”のゾーン 

基幹ルート 

“まち・うみ”のゾーン 
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○ルート情報の発信、サインの整備・充実 

・市外から来訪する人々に対して、地域を周遊してもらうための仕掛けづくりを進める。

その基盤となるのが、市の境界、基幹ルート分岐点での行先案内サインである。また、

個人で動く外国人はまだ少ないものの、LCC を活用して佐賀空港から移動する中国人、

福岡方面や長崎方面から団体で移動してくる外国人客が今後は増加していくことも予

想されるため、これら来訪客にも対応した外国語併記のサイン整備を進める。 

・移動をサポートする情報提供として、分かりやすさを追求し、自分の位置や目的地の

方向を確認しやすいデザイン・材料の統一によるサインの整備を検討する。 

・集客力のある施設や、支所など地域の拠点となる施設、交通の要衝にあたる場所等に

おいて、地域情報を集約・整理し、分かりやすい、手に取りやすい形で配置した、地

域情報発信の拠点づくりを進める。 

 

２）意味の機能 

○観光客が自分らしさを表現できるルートの提案 

・観光客のニーズによって、“自分らしさを表現できる観光”ができる道や行先の情報発

信を積極的に進めていく。 

・観光客の多様なニーズによるルート（「ふれあう・交流する」「新しい生活体験を知る」

「癒し・ゆっくりする」「自分を試す」「つくる文化に触れる」「温泉・健康」「長崎街

道・城下町を一日かけて辿る」「女性向けの城下町を巡る」「自然・体験」「スローライ

フ」「スローフード」「えびす」「徐福」等々）を想定し、ルートを紹介するだけでなく、

地元体験の口コミ情報や地元の人から情報を得られるなど、地域をつないでいく情報

のネットワークづくりを進める。 

 

  

自分らしさ発見ルートの考

 

基幹ルート
→観光交通の動脈 
→地図に載せ、ルート案内板を用意する 

自分らしさを表現できる道
→観光客や地域の人が知り合いになれる

補助ルート 

自分らしさを表現できる場所

隠れた観光ルート
→雑誌などに特集される 
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４−３．観光産業の振興へ向けた施策 

１）観光事業者（宿泊産業・飲食業等） 

○佐賀市にまた来たくなるもてなしの提供、佐賀市のファンづくり 

・観光客の様々なニーズに対応し、旅行の形態に合わせたサービスを提供することによ

る、もてなし向上のための商品の革新を進める。 

・地域の食事処、土産店の紹介など、宿泊場所を起点として、地域のお勧め情報を提供

することにより、施設だけでなく佐賀市のファンづくりを進める。 

・施設を活用した地域商品の提供のため、ホテル・旅館等で地域の特産品の見せ方・使

い方の現場での習得を進め、観光客への情報提供の質を高めていく。 

・店員の笑顔、立ち振る舞いや、言葉遣いなど、観光客がまた来たくなるようなもてな

しを提供できるような従業員教育を行う。 

○佐賀市の歴史・文化を活かした物語・蘊蓄のある観光商品づくり 

・シュガーロードの歴史、売茶翁の歴史などを、物語性と地域の文化を一体とする商品

開発を進め、全国レベルの観光商品へ展開する。（お茶、焼き物、和菓子の３点セット

商品開発等） 

・市街地のえびすを取り巻く地域活動を諸富・大和・富士・三瀬へと展開し、佐賀市全

体のえびす像の情報収集・発掘を行う。それぞれの地域の歴史とえびす像とのつなが

りを紐解き、物語性を付加するなど、商品開発を進める。 

○温泉を活かしたくつろぎ・癒しの空間づくり 

・温泉地のサービス向上や保養地としてのイメージ向上、温泉周辺の観光資源の磨き上

げにより、癒し・健康のニーズを満たし、くつろぎながら滞在できる空間の整備を進

める。 

・古湯・熊の川温泉の、肌に良いと言われる泉質や、文豪に愛された湯など、佐賀の温

泉にまつわる物語の積極的な掘り出しとＰＲを行う。 

○自然・農水産資源を生かしたグリーンツーリズム観光商品の開発 

・佐賀市の自然や農林水産資源等の魅力を生かした商品開発として、自然・農水産物に

よるスローライフ、スローフードの体験や、農水産物の生産体験、あるいは、地域が

大事にしている食材を生かした商品開発、自家製のモノ、とっておきの食材等の生産

現場の体験など、地域限定の隠れたブランドを生かし、これらをセットとしたグリー

ンツーリズムの商品開発を進める。 

 

２）観光施設 

○佐賀市観光の核となる集客力の高い施設において、地域の観光情報を提供し、観光交

流の拠点機能を高める 

・佐賀市の特産品に触れる場を集客施設に設置することによって、商品情報の発信を進

め、生産現場への客の導入や体験サービスなどの提供を進める。 

・とくに、佐賀城本丸歴史館やそよかぜ館など、集客力ある施設を生かし、利用客に対

するサービスの向上、イメージの向上のために、佐賀の農水産物・特産品等に触れる
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ことができる機会をつくる。 

・常に新鮮な情報、観光客へのおすすめ情報を提供することによって、地域資源との連

携、相乗効果が期待される。これらの情報受発信のための施設間の横の連携システム

づくりを進める。 

○アウトドアスポーツ・レジャー観光商品開発の推進 

・北部地域の山地、水面を生かしたアウトドアスポーツの商品開発を進め、イベント開

催時におけるアフターツアー、若者や健康志向の観光客向けの観光商品開発を進め、

佐賀市の遊びの選択肢の拡大により滞在時間の拡大を図る。 

○バルーンの拠点形成 

・佐賀市内の観光資源の中で認知度や来訪意向が高いバルーンの拠点を整備し、一年中

バルーンに触れ親しみ、理解を深めることができる場をつくることで、観光振興と地

域経済の活性化を図る。 

○大隈重信候の生家・記念館を活用した歴史・文化的観光拠点形成 

・大隈記念館の改修に合わせ、大隈重信候をはじめとした幕末〜明治の賢人を活用した

観光振興を図る。その際、周辺施設や早稲田大学関連の教育機関と連携し、歴史・文

化・教育に関連した商品を開発し、誘客する。 

 

３）物産開発 

○女性をターゲットに、和・本物の魅力を活かした商品づくり・売り方の提案 

・佐賀市のイメージを既に形成している和菓子、鍋島鍛通、佐賀錦などを生かして、「和

のイメージ」を持つ商品の開発、また、季節の旬や、女性の知的な部分をくすぐるモ

ノやコトなどの物語性のある商品開発を進める。 

・「お取り寄せ」や限定モノにより、商品のイメージアップを図り、個々の消費者の心を

つかむ売り方を検討・実施を進める。 

・地域限定、期間限定、常連さん限定など、消費者の購買欲をくすぐる売り方や、地域

ブランド食材をメインに据え、その効果によって地元産品の購買を拡大するなど、「こ

だわり」をくすぐる売り方の検討を進める。さらに、当然のことながら素材そのもの

は地元の本物を使用し、信頼を裏切らないことが重要である。 

・資源間の連携、魅力的なブランドを組み合わせた売り方として、佐賀市のイメージ（例

えば「えびす」等）を生かし、おすすめ佐賀食材のＰＲを行うことも考えられる。 

○生産の現場・ものづくりの現場を生かし「つくる」をテーマにした観光商品開発 

・佐賀市の本物の味、海・山・田畑の旬の味を生かした加工品等の生産現場を直接訪れ

る機会を増やし、生産の現場をサービスとして提供する新しい商品開発を進める。（例

えば海苔づくり体験、どぶろく・酒づくり体験等） 

・また、農水産以外の地場のモノづくり産業を活用した体験の場を提供し、各種製造現

場の見学、試作等の商品開発を進める。 

（例えば体験工房・諸富での木工体験、名尾和紙・肥前びーどろなど、伝統工芸品づく

りの体験、菓子製造、食品製造等生産現場の見学等） 
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・佐賀市のものづくり、生活の基盤である自然を見るツアーやふれあいのイベントを検

討する。 

（例えば佐賀の自然・歴史を感じる、癒しの２泊３日のツアー、佐賀の田畑の四季の色

を見るツアー等） 

 

４）イベント 

佐賀市の地域の魅力、特産品、歴史文化を活かした新たなイベントの企画、既存のイ

ベントの充実によって、集客力の増加を進め、佐賀市への来訪機会の拡大を進める。 

○佐賀市民が合併した新市の魅力を確認し、同時に福岡都市圏住民も楽しめるイベント

の企画 

・佐賀市内の季節毎のうみ・やま・まちの自慢の品や、各地域の特産品を持ち寄り、合

併したことを市民自らで確認する新たなイベントを企画し、各地域の企業・事業者も

含めて製品・特産品を持ち寄ったイベントなどの開催を検討する。 

・地域の人々が楽しむ機会を作ることにより、口コミ情報やネット情報での発信が増加

し、佐賀市のイメージ形成へ寄与することが期待される。 

○地域の歴史・文化を活かした新たなイベントの企画 

・佐賀市の茶の文化活動を活かし、着物の着付け、売茶翁の歴史、お茶、焼き物、お菓

子を絡めた新しいイベントを検討する。 

・また、佐賀市のイメージの一つである「お菓子」の歴史と伝統を活かし、お菓子の文

化を学ぶことができる物産展、佐賀県内のスイーツを集めた市、シュガーロードにま

つわる物産展などの検討を進める。 

・佐賀市の物作りの歴史の実演・体験イベントとして、佐賀錦、名尾和紙、鍋島緞通な

どの情報発信、「佐賀の匠ここにあり」というような体験イベントを検討する。 

・“えびす”や“がばいばあちゃん”など歴史と生活のイメージキャラクターを活かした

イベントの検討を進める。（例えば毎回テーマを決めた“えびす市”、全国の“がばい

ばあちゃんサミット”、“もったいない”ばあちゃんの知恵をテーマにしたイベント等） 

○既存のイベントの集客力を拡大 

・バルーンフェスタ、佐賀城下ひなまつり等を地域で盛り上げることによって、来訪者

の拡大を進める。 

・また、佐賀城下ひなまつり・バルーンフェスタなど、集客力のあるイベント期間中に

おいて、市内の観光資源の情報発信を行い、様々なイベントを掛け合わせるなど、来

訪者に市内を広く回遊してもらうための仕掛けをつくる。 

・既存イベントの活用と同時に、成果の達成できていないイベントの見直しを進め、イ

ベントの相乗効果を生むための開催時期の調整などの検討を進める。 

 

５）情報提供 

多様な観光客の志向に応じたルートや資源情報の提供と、それらの組み合わせた情報

を提供し、観光客を地域で“つなぐ”仕組みづくりが必要である。 
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○生活情報や観光情報など、テーマ性のある情報の提供と情報空間の整備 

・情報掲載のパンフレットや地元の人による観光情報を、情報拠点で得るだけでなく、

次のスポットに行く案内のシステムづくりを進める。 

・市内の各支所や交流施設、人が集まる施設において、地域内の情報を提供し、さらに

地元の人が信頼するネットワークを活用した情報提供の仕組みづくりを進める。 

・提供する情報は、場所だけでなく、何が体験できるかという内容をはじめ、佐賀錦、

名尾和紙、鍋島緞通などの、ものづくり体験の情報、人の情報も含めたマップの作成

を検討する。 

・さらに、物販、飲食店などの商品やメニューも掲載されたお得情報等、女性好みの情

報とクーポンなどのマップの作成を検討する。 

○ＩＴを活用した情報提供・発信の仕組みづくり 

・観光協会の HP を継続的に整備・更新するとともに、SNS を活用した口コミでの情報拡

散や、スマートフォンなどのアプリを活用した情報発信に積極的に取り組む。 

・観光協会 HP や佐賀市ソーシャルメディアアカウントへのアクセス解析、佐賀市に関す

るソーシャルメディア上のコメント分析、観光客の動線を GPS によって把握・分析す

るなど、様々なデータを積極的に取得・利用し、マーケティングに活かす。 

・佐賀のイベント情報・旬の食材などといった観光情報を佐賀のファン・佐賀出身者や、

佐賀に興味関心のある人に提供するだけでなく、佐賀市内の観光事業者が観光客をも

てなすための情報を入手できるための情報提供・発信のシステムを作成する。 

○知る人ぞ知る地元情報の発信 

・地域を知らない来訪者に対する地域情報として、地域に入って初めて知れる地元のお

すすめ情報を提供するなど、知る人ぞ知る美味しい店の紹介、本物の紹介が可能な地

元の情報ネットワークづくりを進める。 

・知る人ぞ知る店の口コミ紹介など、地域に入ることで地元のおすすめ情報を徐々に知

るプロモーションを進め、地元に入ってきた人に地元の情報を提供、さらに次の観光

地へとつないでいく仕組みづくりを進める。 
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５．ホスピタリティと人々の交流 

５−１．観光産業のホスピタリティ向上 

○自然と笑顔・挨拶が出るような、もてなしの意識を醸成 

・佐賀市民は、アピールが下手、表情を出すのが苦手で、無愛想・もてなしの意識が低

いと受け止められることがある。しかし、佐賀市民を深く知ると、とても温かい人情

や、もてなしの心がある。そこで、市民が初対面の観光客に対して笑顔で挨拶・言葉

を交わす意識を醸成し、もてなしのセンスを磨くことが必要である。 

・そのため、普段の生活・仕事からにじみ出るもてなし・観光客と対した際に、自然と

挨拶・笑顔が出るようなもてなしの醸成のために、子どものしつけや小学校の教育な

どで、もてなしの基本的な意識を共有する。 

○観光産業全体のもてなしの環境向上・人材育成 

・商品を販売するスタッフが自社の商品を説明できるための、従業員教育の充実や、事

業者が紹介できる観光資源を増やすために、地域の生産者や職人のネットワーク構築

を行う。 

○市民の感受性やセンスを磨き、もてなしを習得するための場づくり 

・市民が本物を見る目を養い、感受性やセンスを身につけるために、見せ方を研究する

場や、先進事例を体験・学習する機会をつくる。また、もてなしの心を体験によって

養うために、小さいイベント・地域のイベントなど、具体的に動きながら、現場でも

てなしのトレーニングを実施する。もてなしのトレーニングに加え、お互いの持って

いるモノの良さを知るために、地元の資源・特産品等を持ち寄り見せ合う・自慢し合

う場をつくる。 

○地域の情報をつなぎ、地域全体で観光客を迎える体制づくり 

・地域に入ってきた観光客に、地元の人が知る人ぞ知る店を、口コミで紹介してもらう

ことは、観光客にとっては信頼できる情報であり、情報を提供することがもてなしに

つながる。地元のおすすめ情報を得ながら、つぎの観光地へとつないでいく仕組みを

つくる。 

○先陣を切って活動する人をフォローする体制づくり 

・先陣を切って新たな取り組みを行う人・団体の成功を眺めて待つのではなく、行政や

地域全体で活動をフォローし、サポートする体制づくりや、新たなチャレンジをしや

すい環境づくりを行う。 

・また、行政が中心となって、佐賀のものをネットワーク・コーディネートし、市外の

人に紹介する仕組みづくりや、市民が観光振興の様々なアクションを継続できるため

の支援の拡充を行う。 

 

５−２．“佐賀市大好き人間”の拡大と潜在需要の形成 

○佐賀市のなじみ客づくりの支援と、情報プラットフォームの整備 

・地域全体で常連さんを確保する仕組みづくりとして、佐賀市の常連さん向けのイベン

トや、特産品のオーナー制度などを活用し、客・サービスという関係を超え、心の繋
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がったサポーターづくりを行う。 

・また、地域のイベントにおいて他のイベントの告知を行うこと等によって、佐賀市の

リピーターを積極的に確保するとともに、ニュースレター・ふれあいイベント開催な

ど、なじみ客づくりを支援する事業を行う。 

○消費者と生産者の交流の場づくり 

・農業体験、生産現場の視察・見学等の実施など、消費者が生産者の人柄と商品に親し

みを感じることができる場づくりを行うとともに、生産者から、商品をつくる際の苦

労・愛着等を直接聞くことで、佐賀市の商品のファンになってもらう機会をつくる。 

 

５−３．交流による新しい観光の創造 

１）観光のもう一つの意義 

○観光客との交流による賑わいの創出 

・観光客と地元の人がふれあうことで賑わいが生まれ、その賑わいを地元の人が楽しむこ

とで、さらに外から人が集まるといった、賑わいと交流の好循環が期待される。また、

観光産業が持っているもてなしのノウハウ・ホスピタリティを交流事業に活かすことで、

新たな観光資源をつくることが可能になる。 

 

２）少子高齢化へ対応した“ふれあい”の向上と交流の促進 

○ふれあいの向上・交流機能の強化により、観光客の増加を図る 

・今後、少子・高齢化社会が一段と進み、高齢者福祉・介護等の問題もさらに拡大するこ

とが予想されるなか、もてなしを観光産業のホスピタリティとして活かし、子どもたち

や高齢者とのふれあいを創出することで、長期的には、老いても人々が仲良く楽しく交

流しているまちづくりや、福祉サービスが充実したまちづくりが可能になる。これらを

実現することで、少子・高齢化社会に対応したまちづくりの方向性の参考として、外か

ら人々が訪れるような観光地に成り得る。 

 

３）佐賀県の交流の中心機能の向上 

○交流する個人や団体の活動を支援 

・佐賀市は佐賀県の交流の中心地であり、佐賀市の持つ交流機能をさらに向上するため

に、行政や関係団体の持つ情報を活用し、地域のネットワークづくりや交流活動を支

援するとともに、市民に対して地域活動・市民活動に対する支援制度の情報提供を行

うことが求められる。 
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６．佐賀市観光を取り巻く現状の整理と今後の方向性                

・調査結果から、市観光の強み、弱み、外部環境の機会、脅威を整理し、今後の観光振

興の方向性を、「佐賀における体験の質の向上、特産品等の販促による観光消費の拡大」

とし、機会に乗じて強みを伸ばす方策、弱みを補強する方策を下表のとおり整理した。 

 

機会 脅威 

●消費者動向 
・震災以降、安心・安全な食や
住環境への関心の高まり 

・成長するアジア市場 
●インフラ 
・春秋航空上海～佐賀便の就航 
・九州新幹線の全線開通 
・有明海沿岸道路の整備 
●人口 
・時間、お金に余裕のある活動
的なシニアの増加 

●情報発信 
・SNS 等、安価で手軽な情報発信

手段の充実 

●消費者動向 
・旅行関連の支出額減少 
・一人あたり宿泊観光回数減少 
・震災による海外観光客からのイ

メージ悪化 
●人口 
・人口減少に伴う国内旅行市場の

縮小 
●政治情勢 
・九州への主要な海外観光客であ

る韓国・中国との領土問題、反
日感情の高まり 

佐

賀

市

観

光

の

強

み 

●立地環境 
・福岡都市圏と隣接 
●観光資源 
・佐賀市固有の歴史・文化 
・海から山までの多様な自然 
・古湯・熊の川温泉 
・特徴的な生態系・景観を有す
る有明海 

●イベント 
・佐賀ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾊﾞﾙｰﾝﾌｪｽﾀ、佐
賀城下ひなまつり 

●インフラ 
・有明佐賀空港、佐賀大和 IC、
JR 佐賀駅などの交通拠点 

●産業 
・集客力のある農産物直売所 
・佐賀牛・佐賀海苔・さがほの
かなどのブランド農水産物 

 

 

 

佐

賀

市

観

光

の

弱

み 

●観光資源 
・宿泊旅行の目的地となってお
らず、満足度も低い 

・佐賀市南部に集客力のある観
光資源・施設が少ない 

●情報発信 
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用率の低さ（クチコ

ミ情報発信の機会損失） 
●イベント 
・ﾊﾞﾙｰﾝﾌｪｽﾀは天候に左右されや

すく集客が不安定 
●インフラ 
・二次交通となる公共交通ネッ
トワークが弱い（北部・南部）。 

・佐賀市南部の集客・交流機

能の向上による観光消費拡

大 

  

・イベントの集客力向上・効

果の持続性向上による観光

消費拡大 

 

佐賀における体験の質の向上、特産品等の販促による

観光消費の拡大 

・ブランド力のある食の資源

を活用した観光消費拡大 

  

・佐賀市の歴史・文化の活用

による観光消費拡大 
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７．第３期（平成 25 年度～平成 27 年度）アクションプラン 

７－１．基本方針 

【観光消費の拡大】 

・人口減少、少子高齢化が進展する中、国内観光市場は横ばい～減少の傾向が続いてい

る。 

・観光客を増加することの困難さが増すなか、如何に佐賀における体験の「質」を高め、

観光消費を拡大するか、という視点を重視する。 

・都市部において佐賀市の観光情報を発信し、佐賀市ならではの特産品を販売すること

も、観光消費の一部と捉え、観光サイドとして物販の支援をする。 

 

【プロジェクト型のアクションプラン】 

・網羅的なプランではなく、優先順位を決め、フォーカスを絞り、効果が出そうなとこ

ろに集中投資 

→組織、人を５～10 名選定 

・実行可能・計測可能なプロジェクト型プランへ 

→計画→実行→評価→改善の PDCA サイクルを定期的に点検 

→プロジェクト毎にターゲットを設定し、実行計画を練り上げる 

 

７－２．戦略目標 

 

 

 

 

目標達成のためのアプローチは下の３つ 

●佐賀に来る人を増やす 

・観光客が増加すれば、客単価が同じでも観光消費拡大 

 

●一人当たり客単価を増やす 

・客単価が増加すれば観光消費拡大 

 

●これらの相乗効果により観光消費拡大 

・観光客 1.5 倍×客単価 1.5 倍＝観光消費 2.25 倍 

 

平成 25 年度～29 年度の５年間で観光消費を 2倍に 

一人当たり観光消費（H24 年）5,720 円 

後述のプロジェクト

１～５の実施により、

観光消費（売上）を増

大 
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７－３．個別プロジェクト 

 

プロジェクト１ 

佐賀の日本一ブランド販促プロジェクト 

概要 

・佐賀生活・佐賀暮らしが体験できる場づくりによる観光消費の拡大 

→認知度アンケート調査における佐賀市の「食」の来訪意向は、各テーマ別で最も高い 

→佐賀市出身者が経営する店舗や、市内団体が展開する店舗に佐賀市の商品コーナーを

設置依頼 

 

・日本、世界に誇れる佐賀市の食の資源や特産品を販売・PR する 

→都心における認知度向上、顧客との接点・関係性づくり→来訪へ 

→鍋島緞通、佐賀錦、肥前びーどろ、名尾和紙等の和の魅力もディスプレイに活用 

 

・観光消費が最も高い佐賀駅や、来訪者が多い佐賀市北部の直売所等、観光客が来訪す

る場に佐賀の日本一ブランドを展開 

→佐賀駅内で佐賀のトマトやいちご、佐賀牛、佐賀のりなどの農水畜産物を試食販売 

→佐賀市内の地域資源と日本一ブランドの連携を支援 

  

【米】日本穀物検定協会の食味ランキングで、佐賀県産米「さがびより」が、最も食

味が良い「特Ａ」評価を 2年連続獲得（H22、23 年）。 

【海苔】佐賀県の海苔は、生産量、販売額とも 10 季連続で日本一。H24 年 6 月、東京

の海苔問屋協会が開催する「うまい海苔コンテスト」で有明海漁協佐賀市支所が生産

した海苔が全国 2位獲得。 

【佐賀牛】日本最上級の等級格付けを誇る、国産黒毛和牛の最高峰。佐賀県産和牛の

中で、(社)日本食肉格付協会による厳格な基準で選ばれており、その品質は全国の銘

柄牛の中でもトップクラスの肉質と霜降りの美しさを誇る。 

【鶏】ブランド鶏であるみつせ鶏は、関東地方をはじめ全国で販売。 

【麦】二条大麦の収穫量全国 1位、小麦の収穫量全国 3位、大麦の収穫量全国 2位 

【ハウスミカン】年間収穫量は全国 1 位 

【玉ねぎ】佐賀県は全国有数の玉葱の産地であり、生産量は全国２位（H24 年） 

【いちご】さがほのかは、品種別栽培面積 2 位（H23 年） 

【トマト】光樹トマトは、「野菜の築地」と呼ばれる大田市場でトマトの最高値 

【ようかん】ようかんの世帯あたり年間購入金額 1 位（H20 家計調査） 

【カレールー】世帯あたり消費量全国 1 位（H20 年 家計調査） 
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展開イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真）長崎・佐世保・雲仙の“うまい”に出会える 3 市合同のアンテナショップ「キ

トラス」 

・物産販売所 

・お食事処 

・テイクアウト 

・ツーリズム窓口 

 

 

ターゲットイメージ 

●エリア 

・福岡都市圏、佐賀市内 

 

●年代層・属性 

・20 代後半～30 代前半 OL（食・美容・レジャー） 

・シニア層女性（健康・和・美） 

 

PJ メンバー案 

・小売店舗関係者・生産者・農協・漁協・商工会等団体・佐賀市観光振興課、商業振興

課、農業振興課、佐賀観光協会 

 

効果測定 

・佐賀ショップでの売上 

 

 

出品 

反応・声 

都市住民 

都市住民 

観光客 

観光消費 

佐賀市内の農水産物 

日本一ブランド 

都市部のアンテナ

ショップで 

販売・情報発信 

出品 

佐賀市 

観光拠点 
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プロジェクト２ 

ありあけ特産品売上倍増プロジェクト 

概要 

・直売所の経営管理力の向上（売上向上、コスト削減）による観光消費の拡大 

→もろどみ一番館は現在設計中、平成 26 年初旬にリニューアルオープン予定 

→周辺地域の特産品を扱う直売所から、佐賀市南部の観光拠点へと機能拡大 

→平成 25 年中に、もろどみ一番館の売上、入り込み観光客数、満足度等の目標を設定（平

成 23 年度売り上げ約 5900 万円、客数約 7万人） 

 

・北部直売所や佐賀市街なかにおけるありあけ特産品の売上向上 

→北部と南部の企業連携、北部と南部をつなぐ物語発掘等、回遊を促す仕組みづくりを

積極的に展開 

→世界遺産登録を目指す三重津海軍所跡等、南部観光拠点と連携した回遊を促す仕組み

づくりを積極的に展開 

 

・市内のイベントにおけるありあけ特産品の売上向上 

→ありあけ特産品の製造・販売に関わる事業者に、市内各所でのイベント情報（開催時

期、場所、ブースの広さ、出店料、客層、来場者数等）を提供 

 

展開イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 25 年 直売所スタッフによる現状把握調査 

エリア・性別・年代・交通手段・前面道路交通量・販売額等 

平成 25 年 現状をもとに、改善案・必要な機能の検討 

直売所、商工会、アドバイザー等 

 

 

 

建替後の機能検討 
直売所経営管理、 

販売促進、特産品開発 

平成 26 年初旬 施設リニューアル 

進捗管理 

目標数値との整合、改善案の検討、実施 



 

31 
 

ターゲットイメージ 

●エリア 

・佐賀市 

・大川市・柳川市等 

・福岡市 

●属性 

・ファミリー、日帰りドライブ・レジャー 

 

PJ メンバー案 

・佐賀市南部直売所経営者、スタッフ 

・佐賀市南部の企業（ANA、海産物、特産品 等） 

・佐賀市南商工会 特産物直売所運営協議会 

・北部直売所経営者 

・直売所経営・商品開発等のアドバイザー 

・佐賀市観光振興課、農業振興課、水産振興課、佐賀観光協会 

 

効果測定 

・直売所の売上、レジ通過数、前面道路通行量 
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プロジェクト３ 

のり・こめツーリズムプロジェクト 

概要 

・佐賀海苔と米や麦、農水産物を南部独特の景観の中で味わうキャンペーン、イベント

を開催し、観光消費を拡大 

→都心部アンテナショップにおいて佐賀市南部の観光商品を紹介、イベントに招待 

→海苔や米の生産現場や、干拓地ならではの暮らしぶりを体験する場づくり（海苔ひび・

干潟の干満・観光潮干狩り・四季折々の田畑の色の変化を見せる 等） 

→田んぼのあぜ道踏み固め、堀の清掃などのボランティアツーリズム 

→有明海での釣り船を漁協が運行 

 

・佐賀市南部における回遊の促進・滞在時間増加による観光消費の拡大 

→佐賀市南部の資源のうち、認知度は低いが来訪意向は高いものを回遊経路に組み込み 

→公共交通機関、自転車等を絡めた多様な交通手段を確保・活用し、佐賀市南部での回遊や、

街なか、北部への観光を誘導 

 

展開イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

周辺観光・交通拠点やイベント時に誘客 

 

有明海の景観・生活文化を活かしたキャンペーン・イベントの検討 

 
佐賀市南商工会 生産者 地場企業・団体 行政等 

麦秋カフェの商品化 

有明佐賀空港（国内外） 周辺直売所 バルーン・シチメンソウ祭
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ターゲットイメージ 

●エリア 

・佐賀市（まちづくり・農業に関心が高い学生等） 

・大川市・柳川市等 

・福岡市 

 

●属性 

・ファミリー、日帰りドライブ・レジャー 

 

メンバー案 

・海苔生産者、海苔商社 

・農家・農協 

・佐賀市南商工会 

・佐賀市観光振興課、農業振興課、水産振興課、佐賀観光協会 

 

効果測定 

・キャンペーン・イベント来場者数、商品販売額 
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プロジェクト４ 

バルーンの拠点形成プロジェクト 

概要 

・バルーンの常設展示施設の設置による観光消費の拡大 

→佐賀市の観光資源の認知度、来訪意向共に「佐賀インターナショナルバルーンフェス

タ」が最上位であり、佐賀市の観光を牽引する存在 

→国内外の熱気球競技者・愛好家が集う、バルーン界の拠点施設 

→佐賀インターナショナルバルーンフェスタに関する展示 

→歴代チャンピオン、佐賀の空、バルーンから見える風景の映像・写真の展示 

→気球に関するうんちく（バルーンが飛ぶ仕組み・歴史） 

→バルーンの係留・試乗・修繕 

→その他、バルーンカフェ、バルーン資料館 等 

 

2009 年度バルーンフェスタにて開催された「バルーンミュージアム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バルーンミュージアムの検討会議開催 

提供するサービスやハード整備の方向性検討 

平成 25 年度基本構想策定、平成 26 年度設計、平成 27 年度末オープン 
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ターゲットイメージ 

●エリア 

・特になし 

 

●属性 

・スカイスポーツや熱気球の競技者、愛好者 

 

メンバー案 

・佐賀バルーンフェスタ組織委員会（パイロット協会） 

・佐賀市観光振興課、商業振興課、佐賀観光協会 

 

効果測定 

・施設来訪者、商品販売額 
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プロジェクト５ 

早稲田・大隈プロジェクト 

概要 

・大隈記念館展示の改修、周辺空地における大隈重信関連施設整備による観光客増加、

観光消費の拡大 

→大隈記念館展示の改修に合わせた合格祈願・大隈ツーリズムや、記念グッズ、その他

「どがんすっと大隈」等コンテンツの企画検討 

・早稲田佐賀中学及び高校、早稲田大学関連のスポーツコンベンション誘致 

・佐賀城本丸歴史館、街なかの恵比須巡り等と連携した企画の検討 

→まちあるき、ナイトウォークツアーへの組み込み 

・佐賀市内宿泊施設、古湯・熊の川温泉との連携を促進 

展開イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲットイメージ 

・佐賀市民 

・全国の早稲田関連人脈 

・九州内早稲田佐賀受験希望者 

 

部会メンバー案 

・佐賀稲門会 

・周辺自治会 

・メディア関係者 

・地域活動団体 

・佐賀市観光振興課、都市デザイン課、佐賀観光協会 

効果測定 

・施設来館者数、グッズ販売額 

  

部会において、ソフト面・観光面からの検討 

スポーツコンベンション、合格祈願ツアー、大隈詣で 

ハードの検討（委員会形式） 

大隈記念館・大隈生家等、老朽化した施設の再整備 

整備計画・利用促進プログラムの検討

試行的に実施 
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参考資料１：市内観光客へのアンケート調査 詳細結果 

①単純集計 

●調査日 

 

 

 

 

 

●調査地点 

・マッちゃんが 17%、道の駅大和そよかぜ館が 16%、ダムの駅富士しゃくなげの里が９％

など、北部の観光施設で全体の 53%を占める。 

・旧佐賀市は 24%、佐賀市南部は 23%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

マッちゃん

17% どんぐり村

5%

古湯温泉

6%

ダムの駅富士

しゃくなげの

里

9%
道の駅大和そ

よかぜ館
16%

ワシントンホテ

ル
4%

佐賀城本丸歴

史館
6%

JR佐賀駅

14%

筑後川昇開橋

6%

与羅ん館

4%

有明佐

賀空港
6%

佐野常民記念

館
3%

干潟よか公園

4%

北部（旧2町1

村）
53%

旧佐賀市

24%

南部（旧4町）

23%

№ カテゴリ 件数 ％
1 11月30日（金） 271 40
2 12月2日（日） 400 60
計 671 100

11月30日

（金）

40%

12月2日

（日）

60%

№ カテゴリ 件数 ％
1 マッちゃん 114 17
2 どんぐり村 35 5
3 古湯温泉 39 6
4 ダムの駅富士しゃくなげの里 61 9
5 道の駅大和そよかぜ館 110 16
6 ワシントンホテル 25 4
7 佐賀城本丸歴史館 41 6
8 JR佐賀駅 95 14
9 筑後川昇開橋 37 6
10 与羅ん館 26 4
11 有明佐賀空港 40 6
12 佐野常民記念館 20 3
13 干潟よか公園 28 4

計 671 100

№ カテゴリ 件数 ％
1 北部（旧2町1村） 359 53
2 旧佐賀市 161 24
3 南部（旧4町） 151 23
計 671 100
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●お住まいの地域 

・「福岡市」が 20％で最も多く、福岡県からの来客が 49%。 

・佐賀県からの来訪は全体の 21%であり、九州からの観光客が全体の 83%を占める。 

・流入方面別に分けると、北の「福岡都市圏」から 26%、南の「福岡県南部・筑後地域」

から 14%、「佐賀県内（佐賀市以東）」から 7%、「佐賀県内（佐賀市以西）」から 21%、「そ

の他地域から佐賀駅（博多駅経由）」が 9%、「有明佐賀空港着」が 3％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市

20%
久留米市

6%

北九州市

3%

大川市

3%柳川市

3%

その他

福岡県
14%

唐津市

3%

神埼市

4%

小城市

4%

武雄市

2%

その他佐賀県

8%

長崎県

7%

熊本県

3%

その他九州

3%

山口県

2%

関東

7%

関西

3%

その他

5%

福岡都市圏

26%

福岡県南部・

筑後地域
14%

佐賀県内（佐

賀市以東）
7%

佐賀県内・長

崎県（佐賀市

以西）

21%

その他地

域から佐

賀駅着（博

多駅経由）

9%

有明佐賀空

港着
3%

その他

20%

№ カテゴリ 件数 ％
1 福岡市 134 20
2 久留米市 37 6
3 北九州市 22 3
4 大川市 20 3
5 柳川市 17 3
6 その他福岡県 97 14
7 唐津市 19 3
8 神埼市 27 4
9 小城市 26 4

10 武雄市 14 2
11 その他佐賀県 56 8
12 長崎県 45 7
13 熊本県 20 3
14 その他九州 22 3
15 山口県 16 2
16 関東 48 7
17 関西 20 3
18 その他 31 5

計 671 100

№ カテゴリ 件数 ％
1 福岡都市圏 178 26
2 福岡県南部・筑後地域 93 14
3 佐賀県内（佐賀市以東） 45 7
4 佐賀県内・長崎県（佐賀市以西） 141 21
5 佐賀駅着（博多駅経由） 59 9
6 有明佐賀空港着 23 3
7 その他 132 20
計 671 100
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●性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●年齢 

・60 歳代が最も多く、全体の 28%、50 代以上の観光客が全体の約７割を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日帰り、宿泊 

・日帰り観光客が 71%、宿泊観光客が 29%であった。（佐賀県観光動態調査では H23 年の

日帰り観光客数が 4,754 千人で 90％、宿泊が 549 千人で 10%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日帰り

71%

宿泊

29%

男性

41%
女性

59%

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 男性 244 41
2 女性 357 59
不明 70
計 671 100

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 19歳以下 8 1
2 20歳代 54 9
3 30歳代 76 12
4 40歳代 66 11
5 50歳代 129 21
6 60歳代 175 28
7 70歳代以上 109 18
不明 54
計 671 100

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 日帰り 436 71
2 宿泊 181 29
不明 54
計 671 100

19歳以下

1%

20歳代

9%

30歳代

12%

40歳代

11%

50歳代

21%

60歳代

28%

70歳代以上

18%
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●佐賀市内での宿泊数 

・1泊が全体の 70％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

●宿泊した施設数 

 

 

 

 

 

 

●旅行人数 

・１～５人が 96%であった。「家族や友人と、個人あるいは小グループでの観光」という

スタイルがほとんど。30 名以上の団体旅行は 5団体あり、70 名のグループが最大であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●同伴者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

1泊

71%

2泊

20%

3泊

5%

4泊

1%

5泊以上

3%

1施設

89%

2施設

7%

3施設

4%

1人

21%

2人

43%

3～5人

32%

6～10人

1%

11人以上

3%

家族

68%

友人

22%

職場・学校等

の団体旅行
6%

その他

4%

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 1泊 69 71
2 2泊 20 20
3 3泊 5 5
4 4泊 1 1
5 5泊以上 3 3
不明 573
計 671 100

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 1施設 40 89
2 2施設 3 7
3 3施設 2 4
不明 626
計 671 100

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 1人 130 21
2 2人 261 43
3 3～5人 193 32
4 6～10人 9 1
5 11人以上 15 3
不明 63
計 671 100

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 家族 309 68
2 友人 101 22
3 職場・学校等の団体旅行 25 6
4 その他 16 4
不明 220
計 671 100
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●市内で訪れた、または予定している場所（複数回答） 

・「古湯温泉」27% が最も多く、次いで「マッちゃん」26% 、「道の駅大和そよかぜ館」

23%「佐賀城本丸歴史館」21% であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 佐賀市歴史民俗館 32 5
2 徴古館 23 4
3 隔林亭 5 1
4 緞通ミュージアム・ギャラリー緞 4 1
5 佐賀城本丸歴史館 139 21
6 大隈記念館 35 5
7 佐野常民記念館 34 5
8 徐福長寿館 14 2
9 筑後川昇開橋 79 12

10 肥前国庁跡資料館 8 1
11 干潟よか公園 68 10
12 有明佐賀空港 93 14
13 三瀬ﾙﾍﾞｰﾙ牧場どんぐり村 121 19
14 21世紀県民の森 16 3
15 天山リゾート 20 3
16 味らん館 18 3
17 もろどみ一番館 23 4
18 道の駅大和そよかぜ館 148 23
19 ロッジやまびこ 20 3
20 ダムの駅富士しゃくなげの里 84 13

21 三瀬そば街道 91 14
22 菖蒲ご膳 3 1
23 シシリアンライス 18 3
24 佐賀のお菓子屋 36 6
25 有明海料理の店 8 1
26 佐賀の日本酒が飲める店 7 1
27 佐賀牛を味わえる店 46 7
28 恵比須 10 2
29 副島ガラス（肥前びーどろ） 7 1
30 肥前名尾和紙 11 2
31 川副さくらロード 4 1
32 有明海の干潟 41 6
33 古湯温泉 174 27
34 熊の川温泉 72 11
35 友人や家族・親戚の家 80 12
36 マッちゃん 169 26
37 その他 121 19

回答者数 653
未回答 18

№ カテゴリ 回答数 回答率(%)

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対する比率である。 
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●旅行を始める前に利用した観光情報源（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お住まいの地域で購入した佐賀市の食材（複数回答） 

・「佐賀牛」46％、「みつせ鶏」28%、「佐賀のお菓子」24%となっている。 
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№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 佐賀牛 250 46
2 佐賀海苔 143 26
3 さがびより 95 17
4 さがのほのか 62 11
5 みつせ鶏 152 28
6 光樹トマト 11 2
7 有明海の魚介類 66 12
8 シシリアンライス 31 6
9 佐賀のお菓子 132 24

10 佐賀の日本酒 44 8
11 その他 105 19

回答者数 548
未回答 123

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対する

比率である。 

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対する

比率である。 
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そ
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(%)№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 佐賀市・観光協会のHP 31 5
2 旅行代理店・旅行専門サイト 20 3
3 ソーシャルメディア・SNS 4 1
4 その他のインターネットサイト 56 9
5 観光ガイドブック、雑誌 57 10
6 駅等の広告・チラシ・カタログ・パンフ 15 3
7 新聞の折り込みチラシ 18 3
8 雑誌（フリーペーパー含む）の広告 18 3
9 TVの旅行番組、ラジオ、CM 68 11

10 クチコミ 143 24
11 特になし 221 37
12 その他 72 12

回答者数 598
未回答 73
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●佐賀市での観光を友人に勧める可能性 

・佐賀市での観光を友人に勧める可能性について、「勧める可能性かなり高い」が 41％、

「分からない」が 31％、「必ず勧める」が 18％であり、佐賀市の観光を勧める可能性

が高いという人は過半数であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●交通手段（複数回答） 

・佐賀市までの交通手段は、「車」75%、「鉄道」16%、「飛行機」４%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●交通費 

・交通費は 1,000 円以上 3,000 円未満という人が 60%で最も多い。 

・全体（無回答含む）の交通費の平均消費額は 412 円、交通費を回答した中での平均消

費額は 1,580 円であった。 
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№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 車 471 75
2 鉄道 103 16
3 観光バス 19 3
4 高速バス 8 1
5 飛行機 24 4
6 バイク 5 1
7 路線バス 2 0.3
8 タクシー 2 0.3
回答者数 630
未回答 41

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対する

比率である。 

カテゴリー ％（除不）
必ず勧める 18
勧める可能性かなり高い 41
分からない 31
可能性はかなり低い 9
勧める可能性は無い 1

計 100

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 1000円未満 22 13
2 1000円以上3000円未満 106 61
3 3000円以上5000円未満 18 10
4 5000円以上10000円未満 11 6
5 10000円以上30000円未満 8 5
6 30000円以上 10 6
不明 496
計 671 100
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●土産物購入場所（複数回答） 

・土産物購入場所は、「マッちゃん」26%、「そよかぜ館」22%、「しゃくなげの里」６％、

「その他直売所」８%など、直売所での購入が目立つ。交通拠点では「佐賀駅・デイト

ス」が 15%で、その他の店舗、施設については、村岡屋、村岡総本舗などの「菓子屋」

が４％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●土産物の種類（複数回答） 

・土産物の種類は「野菜」を購入した人が 40％、菓子が 34%で、この二つが突出して高

い。 
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(%)№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 米 15 4
2 野菜 158 40
3 果物 52 13
4 畜産品 13 3
5 魚介類 18 5
6 菓子 134 34
7 加工品・総菜 59 15
8 工芸品 13 3
9 酒 6 2

10 花 11 3
11 その他 23 6

回答者数 397
未回答 274

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対する

比率である。 

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対する

比率である。 

№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 マッちゃん 106 26
2 そよかぜ館 87 22
3 しゃくなげの里 24 6
4 味らん館 8 2
5 もろどみ一番館 12 3
6 三瀬ﾙﾍﾞｰﾙ牧場どんぐり村 12 3
7 宿泊施設 10 3
8 佐賀駅・デイトス 59 15
9 有明佐賀空港 17 4

10 菓子屋 16 4
11 ショッピングセンター 5 1
12 スーパーマーケット 2 1
13 金立サービスエリア 7 2
14 その他直売所 31 8
15 その他 37 9

回答者数 402
未回答 269
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●土産物代 

・土産物代は 2,000 円～3,000 円が 25%で最も多く、「1,000 円～4,000 円」を合計すると

70％となっており、30,000 円以上の人は１％（4名）で、最も高い人で 5万円であっ

た。 

・全体（無回答含む）の土産物代の平均消費額は 2,310 円、土産物代を回答した中での

平均消費額は 3,580 円であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●昼食場所（複数回答） 

・昼食場所は「マッちゃん」が 24%で最も多く、次いで「そば（三瀬・富士）」が９%、

それ以外は総じて 2～5％と分散している。 

・不明・無回答が 383 人と過半数であり、昼食を取る人の数は向上の余地が大きい。 
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(%)№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 マッちゃん 69 24
2 ダムの駅富士しゃくなげの里 7 2
3 三瀬ルベール牧場どんぐり村 10 4
4 そば（三瀬・富士） 25 9
5 レストラン 9 3
6 ワシントンホテル 9 3
7 与羅ん館 7 2
8 龍登園 7 2
9 コンビニ・弁当 5 2

10 レトロ館 5 2
11 古湯温泉 14 5
12 佐賀駅 15 5
13 その他 106 37

回答者数 288
未回答 383

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対す

る比率である。 

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 1000円未満 37 9
2 1000円以上2000円未満 101 23
3 2000円以上3000円未満 108 25
4 3000円以上4000円未満 95 22
5 4000円以上5000円未満 15 3
6 5000円以上10000円未満 50 12
7 10000円以上30000円未満 23 5
8 30000円以上 4 1
不明 238
計 671 100
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●昼食代 

・昼食代は「1,000～2,000 円」の観光客が 46%。 

・全体（無回答含む）の昼食代の平均消費額は 768 円、昼食代を回答した中での平均消

費額は 1,493 円であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●夕食場所（複数回答） 

・夕食場所は、「焼き鳥・居酒屋」が 36%で最も多く、次いで「佐賀駅」の周辺という方

が 19%であった。 

・宿泊費の中に夕食代が含まれる人も多く、無回答・不明は 618 人であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●夕食代 

・夕食代は「3,000～4,000 円未満」が 30％、全体（無回答含む）の夕食代の平均消費額

は 293 円、夕食代を回答した中での平均消費額は 4,280 円であった。 
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(%)№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 佐賀駅 10 19
2 佐賀空港 2 4
3 古湯温泉 5 9
4 ホテル 6 11
5 レストラン 4 8
6 焼き鳥・居酒屋 19 36
7 その他 7 13
回答者数 53
未回答 618

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 1000円未満 97 28
2 1000円以上2000円未満 160 46
3 2000円以上3000円未満 43 13
4 3000円以上4000円未満 25 7
5 4000円以上5000円未満 9 3
6 5000円以上 11 3
不明 326
計 671 100

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 1000円未満 5 11
2 1000円以上2000円未満 10 22
3 2000円以上3000円未満 4 9
4 3000円以上4000円未満 14 30
5 4000円以上5000円未満 5 11
6 5000円以上10000円未満 6 13
7 10000円以上 2 4
不明 625
計 671 100

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対す

る比率である。 
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●宿泊場所（複数回答） 

・宿泊場所を地域別で見ると、「佐賀駅周辺」が 53%で最も多く、次いで「古湯・熊の川

温泉」が 26%、「旧大和町」が 14%、「街なか（駅以外）」７%となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●宿泊費 

・宿泊費は「5,000～10,000 円未満」が 53%、全体（無回答含む）の宿泊費の平均消費額

は 1,492 円、宿泊費を回答した中での平均消費額は 10,216 円であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●体験・施設利用場所（複数回答） 

・体験・施設利用に関しては、「どんぐり村」と温泉が大部分を占める。 
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№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 佐賀駅周辺 50 53
2 街なか（駅以外） 7 7
3 旧大和町 13 14
8 古湯・熊の川温泉 24 26
回答者数 94
未回答 577

№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 三瀬ルベール牧場どんぐり村 11 30
2 三瀬温泉やまびこの湯 6 16
3 古湯・熊の川温泉 9 24
4 その他温泉 8 22
5 その他 3 8
回答者数 37
未回答 634

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 5000円未満 5 5
2 5000円以上10000円未満 52 53
3 10000円以上15000円未満 22 23
4 15000円以上20000円未満 13 13
5 20000円以上 6 6
不明 573
計 671 100

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対す

る比率である。 

注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対す

る比率である。 
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●体験・施設利用費 

・「体験・施設利用費」については「1000 円未満」が 43%で最も多かった。 

・全体（無回答含む）の体験・施設利用費の平均消費額は 77 円、体験・施設利用費を回

答した中での平均消費額は 1,400 円であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他消費場所（複数回答） 

・「その他」の中では、コンビニでの買い物が最多で 39％、直売所が 25％、ショッピン

グセンターが 13％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他消費額 

・全体（無回答含む）のその他の平均消費額は 368 円、その他を回答した中での平均消

費額は 2,127 円であった。 
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№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 1000円未満 16 43
2 1000円以上2000円未満 15 41
3 2000円以上 6 16
不明 634
計 671 100

№ カテゴリ 回答数 回答率(%)
1 コンビニ 43 39
2 直売所 28 25
3 ショッピングセンター 14 13
4 その他 31 28
回答者数 111
未回答 660
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注：複数回答のため、回答数の合計は回答者数とは

一致しない。回答率とは、回答者数 100%に対す

る比率である。 

№ カテゴリ 件数 ％(除不)
1 1000円未満 53 46
2 1000～2000円未満 29 25
3 2000～3000円未満 15 13
4 3000～5000円未満 12 10
5 5000円以上 7 6
不明 555
計 671 100
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●●佐賀市内での観光消費額 

・今回の調査（671 人）が佐賀市内の観光において消費した総額は 3,838,252 円であり、

一人当たりの平均消費額は 5,720 円であった。 

・項目としては、「土産物代」に最も消費しており、以下「宿泊費」「昼食代」と続く。 

※平成 23 年佐賀県観光動態調査 3,406 円、平成 23 年観光庁「共通基準による「観光入

込客統計」3,959 円 

 

 

 

 

 

 

②クロス集計 

●アンケート回収場所×住まいの方面 

・「福岡都市圏」から北部を来訪した人は 146 人、旧佐賀市は 24 人、南部は 8人と、「福

岡都市圏」から来訪した人の回遊が街なか、南部に広がっていない。 

・また、「その他地域から佐賀駅着」の 59 名のうち、北部を訪れたのは２人、南部を訪

れたのは５人と、二次交通を利用した回遊が少ないことが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(円)

総額 平均

交通費総額 276,580 412
土産代総額 1,550,055 2310
昼食費総額 515,025 768
夕食費総額 196,900 293
宿泊費総額 1,001,140 1492
体験費用・施設利用料総額 51,800 77
その他総額 246,752 368
観光消費総額 3,838,252 5720
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合計 178 93 45 141 59 23 132

北部（旧2町1村） 146 41 17 75 2 - 78

旧佐賀市 24 5 6 38 52 5 31

南部（旧4町） 8 47 22 28 5 18 23
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●発着地別・観光消費 

・「その他地域から佐賀駅着」で来られた方は土産物代、夕食代、宿泊費が他と比べて高

く、観光消費総額が 11,165 円と高い。購入している品物を見ると、佐賀駅内やデイト

ス、近隣の菓子屋等で菓子、海苔、酒などを購入している。 

・「福岡県南部・筑後地域」や「佐賀県内（佐賀市以東）」は観光消費額が低い。日帰り

が主のため夕食・宿泊費が低く、土産物の購入費が低い。 

・「佐賀県内（佐賀市以東）」や「佐賀県内（佐賀市以西）」では「その他」が比較的高く、

大型ショッピングセンターやコンビニで消費をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

福岡都市圏

福岡県南部・筑後地域

佐賀県内（佐賀市以東）

佐賀県内・長崎県（佐賀市以西）

その他地域から佐賀駅着

有明佐賀空港着

その他

5000円未満 5000円以上10000円未満 10000円以上15000円未満

15000円以上20000円未満 20000円以上30000円未満 30000円以上

発着地別・観光消費額 (円）

交通費 土産物代 昼食費 夕食費 宿泊費
体験費
用・施設
利用料

その他
観光消費

総額

福岡都市圏 498 2,221 960 84 1,334 106 298 5,501

福岡県南部・筑後
地域

231 1,385 697 32 645 111 188 3,290

佐賀県内
（佐賀市以東）

180 1,389 416 11 0 0 852 2,848

佐賀県内
（佐賀市以西）

433 2,046 626 142 613 68 521 4,448

その他地域から佐
賀駅着
（博多駅経由）

134 4,643 554 1,317 4,429 0 88 11,165

その他地域から有
明佐賀空港着

13 3,317 339 1,183 3,304 0 28 8,184

その他 675 2,459 1,000 405 2,121 98 444 7,203
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●調査地点別・観光消費 

・観光消費全体について調査地点別に見ると、北部は 5,853 円、旧佐賀市は 8,541 円、

南部は 2,396 円と、南部の消費額が少ない。 

・この要因として、南部に来訪する方の交通手段が車のため、交通費が少ないこと、土

産物代が少ないことがある。北部の土産物の平均購入額は 2,413 円、旧佐賀市は 3,286

円、南部は 1,025 円であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日帰り宿泊別・観光消費 

・日帰り宿泊別の観光消費は宿泊の方が日帰りよりも 3倍多い。夕食費・宿泊費が高い

のは当然だが、土産物代が 2倍となっている。 

 

 

 

 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計

北部（旧2町1村）

旧佐賀市

南部（旧4町）

5000円未満 5000円以上10000円未満 10000円以上15000円未満

15000円以上20000円未満 20000円以上30000円未満 30000円以上

調査地点別・観光消費額 (円）

交通費 土産物代 昼食費 夕食費 宿泊費
体験費
用・施設
利用料

その他
観光消費

総額

北部 522 2,413 1,054 93 1,312 112 345 5,853

旧佐賀市 456 3,286 540 857 2,711 39 652 8,541

南部 104 1,025 327 169 619 33 120 2,396

日帰り宿泊別・観光消費額 (円）

交通費 土産物代 昼食費 夕食費 宿泊費
体験費
用・施設
利用料

その他
観光消費

総額

日帰り 412 1,792 775 47 153 84 409 3,670

宿泊 428 3,410 706 962 5,004 62 351 10,923
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐賀市歴史民俗館

徴古館

隔林亭

緞通ミュージアム・ギャラリー緞

佐賀城本丸歴史館

大隈記念館

佐野常民記念館

徐福長寿館

筑後川昇開橋

肥前国庁跡資料館

干潟よか公園（シチメンソウ）

有明佐賀空港

三瀬ルベール牧場・どんぐり村

２１世紀県民の森

天山リゾート

味らん館

もろどみ一番館

道の駅大和そよかぜ館

ロッジやまびこ

ダムの駅しゃくなげの里ふじ

三瀬のそば街道

山菜料理（菖蒲ご膳）

シシリアンライス

お菓子（丸ぼうろ、羊かん等）

有明海料理

佐賀の酒（酒蔵、各種銘柄）

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

佐賀城下ひなまつり

浮立

夏の夜のメルヘン

古湯映画祭

みつせ高原キャンペーン

恵比須

佐賀錦

肥前びーどろ

肥前名尾和紙

売茶翁

佐賀の七賢人

川副さくらロード

有明海の干潟

グリーン・ツーリズム（体験農業・農家民泊）

観光ボランティアガイド

古湯・熊の川温泉

H24年度

H23年度

H22年度

H21年度

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

参考資料２：認知度調査詳細結果 

①認知度 

・認知度が最も高いのは佐賀イン

ターナショナルバルーンフェス

タ」の 72.3％、続いて「三瀬ル

ベール牧場どんぐり村」の

67.3％であり、以下、「お菓子（丸

ぼうろ・羊かん等）」、「有明海（干

潟）」と続く。この順序は昨年と

同様であった。 

・年々認知度を上げているのは「シ

シリアンライス」であり、H21

年度の 20.6％から平成 24 年度

の 32.1%まで、認知度が 10 ポイ

ント以上向上した。また、「お菓

子（丸ぼうろ・羊かん等）」も前

年から 3.7 ポイントプラスとな

った。 

・H21 年度の佐賀市全体の認知度

の平均値は 26.6％、H22 年度は

23.8％、H23 年度は 24.9％、H24

年度が 22.0％と、今年度が最も

低いという結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO グループ H21 H22 H23 H24

① “和”の魅力を活かした観光商品開発 13.9 13.3 13.8 11.0

② 幕末などの歴史・物語を活かした観光商品開発 19.1 17.6 17.9 14.9

③ 有明海などの景観・自然環境や健康をテーマにした観光商品開発 47.5 41.1 44.1 39.9

④ 佐賀市の食材・食文化を活かした観光商品開発 15.4 13.4 13.8 9.4

⑤ 食 31.8 29.6 32.3 32.2

⑥ イベント・行事 30.4 26.5 27.5 24.2

⑦ その他 24.6 22.0 22.4 19.7

 佐賀市の認知度の平均値 26.6 23.8 24.9 22.0
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徴古館

隔林亭

緞通ミュージアム・ギャラリー緞

佐賀城本丸歴史館

大隈記念館

佐野常民記念館

徐福長寿館

筑後川昇開橋

肥前国庁跡資料館

干潟よか公園（シチメンソウ）

有明佐賀空港

三瀬ルベール牧場・どんぐり村

２１世紀県民の森

天山リゾート

味らん館

もろどみ一番館

道の駅大和そよかぜ館

ロッジやまびこ

ダムの駅しゃくなげの里ふじ

三瀬のそば街道

山菜料理（菖蒲ご膳）

シシリアンライス

お菓子（丸ぼうろ、羊かん等）

有明海料理

佐賀の酒（酒蔵、各種銘柄）

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

佐賀城下ひなまつり

浮立

夏の夜のメルヘン

古湯映画祭

みつせ高原キャンペーン

恵比須

佐賀錦

肥前びーどろ

肥前名尾和紙

売茶翁

佐賀の七賢人

川副さくらロード

有明海の干潟

グリーン・ツーリズム（体験農業・農家民泊）

観光ボランティアガイド

古湯・熊の川温泉

H24年度

H23年度

H22年度

H21年度

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

②来訪の有無 

・来訪の有無は、「三瀬ルベール

牧場どんぐり村」が最も高く

50.5%となっているが、前年か

ら 6.3 ポイント下落している。

以降、「お菓子（丸ぼうろ・羊

かん等）」が 38.5%、「佐賀イ

ンターナショナルバルーンフ

ェスタ」が 27.4%、「古湯・熊

の川温泉」が 25.5%で続く。 

・前年比で増加したのは「お菓

子（丸ぼうろ・羊かん等）」「シ

シリアンライス」の２つのみ

であり、その他は横ばいもし

くは下落となった。 

・来訪の有無の平均値は、前年

比で1.6ポイント下落し9.5%

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO グループ H21 H22 H23 H24

① “和”の魅力を活かした観光商品開発 5.5 5.6 5.7 4.9

② 幕末などの歴史・物語を活かした観光商品開発 7.2 7.5 8.0 6.1

③ 有明海などの景観・自然環境や健康をテーマにした観光商品開発 22.5 25.7 23.9 20.8

④ 佐賀市の食材・食文化を活かした観光商品開発 6.6 7.9 7.9 5.4

⑤ 食 15.3 16.5 17.5 15.8

⑥ イベント・行事 8.7 9.8 9.4 8.2

⑦ その他 7.1 7.9 7.4 6.6

 佐賀市への来訪経験の平均値 10.2 11.0 11.1 9.5
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徐福長寿館

筑後川昇開橋

肥前国庁跡資料館

干潟よか公園（シチメンソウ）

有明佐賀空港

三瀬ルベール牧場・どんぐり村

２１世紀県民の森

天山リゾート
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お菓子（丸ぼうろ、羊かん等）

有明海料理

佐賀の酒（酒蔵、各種銘柄）

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

佐賀城下ひなまつり

浮立

夏の夜のメルヘン

古湯映画祭

みつせ高原キャンペーン

恵比須

佐賀錦

肥前びーどろ

肥前名尾和紙

売茶翁

佐賀の七賢人

川副さくらロード

有明海の干潟

グリーン・ツーリズム（体験農業・農家民泊）

観光ボランティアガイド

古湯・熊の川温泉

H24年度

H23年度

H22年度

H21年度

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③興味・関心 

・最も関心が高いのは「佐賀イン

ターナショナルバルーンフェス

タ」（27.3%）であるが、前年か

ら 6.6 ポイント下落した。 

・前年を上回ったのは「三瀬ルベ

ール牧場・どんぐり村」のみで

あり、その他の項目は全て対前

年比マイナスとなり、平均値で

も前年を 4.8 ポイント下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO グループ H21 H22 H23 H24

① “和”の魅力を活かした観光商品開発 23.2 22.6 20.7 17.2

② 幕末などの歴史・物語を活かした観光商品開発 25.6 28.0 24.1 18.9

③ 有明海などの景観・自然環境や健康をテーマにした観光商品開発 20.7 19.6 22.3 18.4

④ 佐賀市の食材・食文化を活かした観光商品開発 23.5 26.5 21.7 16.8

⑤ 食 25.7 27.5 24.6 21.2

⑥ イベント・行事 23.5 26.0 23.5 18.4

⑦ その他 22.5 26.2 21.6 15.9

 佐賀市への関心の平均値 24.0 26.0 23.1 18.3

 



 

55 
 

21.5 

18.1 

26.5 

18.5 

20.0 

17.1 

13.4 

16.3 

18.9 

15.0 

26.6 

10.6 

16.5 

15.0 

18.7 

18.1 

16.5 

15.3 

13.9 

12.3 

21.3 

21.1 

23.7 

15.0 

18.9 

14.4 

29.2 

13.1 

12.9 

26.3 

14.0 

13.5 

9.8 

8.5 

14.7 

11.3 

7.9 

9.4 

20.0 

16.9 

12.4 

8.2 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐賀市歴史民俗館

徴古館

隔林亭

緞通ミュージアム・ギャラリー緞

佐賀城本丸歴史館

大隈記念館

佐野常民記念館

徐福長寿館

筑後川昇開橋

肥前国庁跡資料館

干潟よか公園（シチメンソウ）

有明佐賀空港

三瀬ルベール牧場・どんぐり村

２１世紀県民の森
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山菜料理（菖蒲ご膳）
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お菓子（丸ぼうろ、羊かん等）

有明海料理

佐賀の酒（酒蔵、各種銘柄）

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

佐賀城下ひなまつり

浮立

夏の夜のメルヘン

古湯映画祭

みつせ高原キャンペーン

恵比須

佐賀錦

肥前びーどろ

肥前名尾和紙

売茶翁

佐賀の七賢人

川副さくらロード

有明海の干潟

グリーン・ツーリズム（体験農業・農家民泊）

観光ボランティアガイド

古湯・熊の川温泉

H24年度

H23年度

H22年度

H21年度

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

④来訪意向 

・来訪意向が最も高かっ

たのは、昨年に引き続

き「佐賀インターナシ

ョナルバルーンフェス

タ」（29.2%）であり、

佐賀市の観光コンテン

ツの中で最も吸引力を

持っている。「干潟よか

公園（シチメンソウ）」

（26.6%）、「隔林亭」

(26.5%)も昨年度と同

様高くなっている。 

・来訪意向の平均値は、

H22 年以降毎年下落し

ており、H24 年度は

16.7%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO グループ H21 H22 H23 H24

① “和”の魅力を活かした観光商品開発 22.5 24.6 19.0 16.9

② 幕末などの歴史・物語を活かした観光商品開発 24.0 25.4 19.3 16.8

③ 有明海などの景観・自然環境や健康をテーマにした観光商品開発 22.6 22.4 20.0 17.5

④ 佐賀市の食材・食文化を活かした観光商品開発 24.8 27.0 21.9 15.2

⑤ 食 24.7 24.7 20.3 19.1

⑥ イベント・行事 22.3 24.9 21.4 18.2

⑦ その他 18.6 19.6 16.2 13.1

 佐賀市への関心の平均値 22.8 24.1 19.7 16.7
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参考資料３：これまでのアクションプランと次期アクションプランの関係性 

 

 

 

 

 

平
成

１
８
～

２
１
年
度

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

平
成

２
２
～

２
４
年
度

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

平
成

２
５
～

２
７
年
度

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

情 報 発 信

佐
賀
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
１
～
５
の
全
て
に
関
連

福
岡
都
市
圏
を
対
象
に
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
に
よ
る
情
報
発
信

観
光
情
報
を
ま
と
め
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

観
光
情
報
を
発
信
す
る
メ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

構
築

商 品 開 発 ・ ル ー ト づ く り

物
語
・
蘊
蓄
を
活
か
し
た
商
品
開
発

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
“
和
”
の
ま
ち
づ
く
り

佐
賀
市
の
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り

自
然

・
農

水
産

物
を
活

か
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
観

光
商

品
開

発

“
つ
く
る
”
を
テ
ー
マ
に
し
た
体
験
型
商
品
開
発

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
観
光
商
品
開
発

“
私

だ
け
の

ル
ー
ト
”
を
楽

し
め
る
マ
ッ
プ
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作

成

観
光
交
通
の
基
幹
ル
ー
ト
機
能

の
拡
充

も て な し

も
て
な
し
人
材
育
成
の
た
め
の
勉
強
会
開
催

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
１
～
５
の
す
べ
て
に
関
連

地
域
の
観
光
情
報
共
有
化
の
た
め
の
メ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

構
築

も
て
な
し
の
環
境
づ
く
り

現
場
で
の
も
て
な
し
研
修
の
実
施

佐
賀
市
の
な
じ
み
客
づ
く
り

④
健

康
・環

境
・自

然
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
商
品

開
発

●
山
か
ら
海
ま

で
の

多
様
で
豊

か
な
自
然
環

境
に
関
連
し
、

心
と
体

の
健

康
、
環

境
保

護
、
教

育
な
ど
の

付
加

価
値

を
持

た
せ

、
誘

客
を
図

る
。

●
南
部
の
基
礎
的
な
価
値
で
あ
る
健
康

、
環
境

な
ど
に
、

市
街

地
、
北

部
も
便

乗
で
き
る
。

⑤
佐
賀

市
の
食
材

・食
文
化
を
活
か
し
た
観
光
商
品

開
発

●
食
と
物

産
の
観
光
商
品
開
発
に
取
り
組

み
、
消
費
を
拡

大
す
る
。

②
“
和

”の
魅
力

を
活
か
し
た
観
光
商
品

開
発

●
城
下
町
、
伝
統
工
芸
、
菓
子
な
ど
の
「
和
」
の

観
光

資
源

を
活
か
し
た
観
光
商
品
の
開
発
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

→
４
０
歳
～
６
０
歳
代
の
女
性
に
佐
賀

の
観
光

の
魅
力
を
訴

求
し
て
い
く
。

①
効

果
的
な
情
報

発
信

「
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
戦

略
の
構
築
」

●
佐
賀
市
の
中
核
的
な
観
光
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
あ
わ
せ
た
佐
賀
市

全
体
の
イ
メ
ー
ジ
戦

略
の
作
成

「
効

果
的
な
情
報
発
信

体
制

・ツ
ー
ル

の
整

備
」

●
メ
デ
ィ
ア
へ
の
効
果
的
な
情
報

発
信
と
、
そ
の

効
果
の

検
証

③
幕
末
な
ど
の
歴
史
・物

語
を
活
か
し
た
観
光

商
品

開
発

●
佐
賀
市
に
お
け
る
幕
末
～

維
新
期
の
歴
史
、
物

語
や

近
代

化
遺
産
を
観
光
資
源
と
し
て
活
か
し
て
観
光

客
誘
致
を

図
る
。

⑥
も
て
な
し
の
レ
ベ
ル
向
上

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
と
し
た
も
て
な
し
人
材

の

育
成

●
誰
で
も
快
適
に
佐
賀
市
を
旅
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め

の
情
報
提
供
、
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
、
も
て
な
し
の
環

境

整
備

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案

５

早
稲

田
・大

隈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
４

佐
賀

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾅ
ｼ
ｮﾅ

ﾙ
ﾊ
ﾞﾙ
ｰ
ﾝ
ﾌ
ｪｽ

ﾀ
の
拠
点
形
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク

トプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
１

佐
賀

の
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
販
促
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
２

あ
り
あ
け
特
産

品
売

り
上
げ
倍
増

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
２

の
り
・
こ
め
ツ
ー

リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


